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たどのようた部分を含み，必要に応じて例文を提供することができる．
（2）文章推敲データベース作成
 各種文章のアウトライン項目ごとに，そこで使われる語句とそれに対する言い換え表現とか
らなる辞書の集合である文章推敲データベースを作成する．異なる文章であっても，共通に使
われるアウトライン項目もあろうと考えられる．
（3）推敲システムの作成
 アウトライン・システムに従って文章を書いたならば，その文章の部分がどのアウトライン
項目に属するかを調べて，置き換え表現を文章推敲データベースから検索し，文章の推敲や伸
縮に役立てる．このシステムを作成する．
 例として，手紙文（最長305，最短196），スピーチ（最長349，最短222），説明文（最長3524，
最短2422）を実行した結果を示した．
         品詞の使用率からみた和文体・漢文体の特徴
                   統計数理研究所 村上 征勝・岸野 洋久＊
 鎌倉時代の学術・宗教関係の文章の多くは漢文体で著され，また和文が用いられた文章でも，
ほとんどの場合漢文が併用されている．鎌倉時代の宗教家日蓮（1222年～1282年）の遺文の計
量分析を進める上で解決しておかたければたらない問題の一つに，漢文体・和文体というよう
な異なった文体で書かれた同一人物の文章の間の特徴の異同の問題がある．
 そこで，日蓮遺文を中心とした鎌倉期の文献50編を用いて，漢文体（分析には漢文を読み下
した漢文訓読体を使用）と和文体（一応漢文混合率10％以下の文章を和文体とした）では，普
通名詞，固有名詞，形式名詞，代名詞，数詞，動詞，形容動詞，助詞，接頭語，接尾語，形容
詞，感動詞，助動詞，連体詞，副詞，接続詞の使用率に本質的に差があるかどうかを分析し，和
文体の文献では動詞，形容詞，助動詞といった活用のある語が多く用いられ，漢文訓読体では
普通名詞，代名詞，副詞，接続詞といった活用の無い語が多く用いられているという結果を得
たことを報告した．
       コンピュータ使用によるキェルケゴールの文体の解析
                     大阪教育大学教育学部桝形公也
 キェルケゴールとコンピュータとの結び付きに関しては，一般には奇異た感じを与えるかも
しれたい．しかし，彼自身の思想のスタイルからして，コンピュータを利用して彼の文体研究
を可能にするようた要素がある．その理由をいくつか列挙すれば，次のようたものにたろう．
 キェルケゴールの著作には，本名での著作，仮名での著作，遺稿という三種類のものがある
ということ．それに応じて，彼の作品は，宗教的なものと美的なものというように，大きく二
つに分けられるということ．彼はまた人間の生存領域として三つの実存領域を提起し，それら
の各領域における術語や文体に固有の特質を与え，その伝達の形式に関しても固有のものがな
ければならないとしていること．更に，キリスト者としての語りかけのスタイルの区別として
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は，説教，談話，講話があるということ．
 このようた，キェルケゴール独特の著作スタイルに注目して，モントリオール，マギル大学
のA．マッキノン教授（A．McKimon）は，今から二十年以上前から，コンピュータを使ってキェ
ルケゴールを研究し始めた．彼はテキスト・データベースとしては，キェルケゴールの全著作
を入力し，コンコーダンスとしては，膨大た『キェノレケゴール索引』全三巻を出版し，ほぼ660
のあらゆる出典箇所を提供し，それには原典第二版と，基礎にした第三版，英訳，仏訳，独訳
の買付けも付けてある．
 マッキノンのコンピュータは所与の語や語のったがりが出てくる箇所をすべて，fu11context
の中で，原典だげでたく他の版や翻訳の買付けをもって，ディスプレイすることができ，更に，
一つのコンテキストだけでたく，もっと多くの複雑たコンテキストで現れるもののファイルを
作成することもできれば，それを全集第三版と他のエディションや翻訳の買付けを付けて印刷
することもできる．
 70年代後半にマッキノンは“aberrantfrequency’’（abfreq）wordsについて考え始め，D．サ
ソコッフ（David Sankoff）の助けを借りて，そのようたwordsが，ある著作，または一連の
著作群の中でどのようた役割を果たし，或いは，ある著作，または一連の著作群の中のある概
念に対してどう関係するかをidentifyするためのformu1aを練り上げた．彼は更に，achange
point detectionprogramを発展させた．このプログラムは，ある著作，或いはある著作ないし
一連の著作の中のある概念に対するある著作家の取扱いにおける主要な変化をidentifyする
ための方法としての，“abfreq”wordsの比例頻度における変化に焦点を当てているものであ
る．この技術ないしテストは，すべての統計的に意味のある“Cut（分岐点）”たいし変化の時点
1ocationをidentifyし，その細部においては，その。utに有意味に貢献したそれぞれの語を示
し，同時にその語の貢献の「方向性」と「広がり」とを示している．
 ここ十年間というもの，マッキノン教授はBenzecriとGreenacreとによって唱道され，
correspondenceana1ysis（CA）として知られている“exp1oratorydataana1ysis”techniqueを
使って，大量の仕事をだしている．CAは統計学の中で長い歴史を持っており，1935年
Hirschfe1d，1940年Fisherによって記述され，唱道されたものである．その基本的た方法は八
回ほど発見されており，J．一P．Benzecri版が最新のもので’?閨CMichae1J．Greenacreの
SIMCAというプログラムによって，成功を収めそいるものである．
 こうして彼の研究は，従来では考えられなかったようた方法で，テキストの本質的な，或い
は基本的た論議を再構成し，テキストの構造を明らかにする方法を示すのに役立っている．彼
の研究方法を学んで，コンピュータによるキェルケゴール研究をしている研究者としては，カ
ナダ，トロント大学のA．カーン教授と，ニュウメキシコ大学のA．バージェス教授，それとマッ
キノンの弟子のS．ホウグ（彼は，国際キェノレケゴール文献目録のデータベースthe Soeren
Kierkegaard Intemationa1Bibliographic Databaseを作成している）がいる．以下に彼らの
業績を少し挙げておく．
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                日蓮遺文の計量分析
               思想の変化と文体の変化
                  統計数理研究所 村上 征勝・岸野 洋久＊
                  立正大学仏教学部 伊藤 瑞叡
 報告者達は，この数年，鎌倉時代の宗教家日蓮の著作，弟子の著作等を用いた日本語文献の
計量分析を試みている．今回のテーマは，日蓮の著作をもとに彼の文章に経年変化がみられる
か，またみられるとしたら，それは何時頃，どのように変化したのかという問題である．
 同一人物の文章の特徴には，一生変化したいものと，時とともに変化するものとがある．今
回は品詞の使用率を中心に，日蓮の文章において変化のたい特徴は何か，変化した特徴は何か
を，日蓮遺文23編を分析して調べた．
 その結果，動詞，副詞は使用率には変化がみられたかったが，他の品詞（普通名詞，固有名
詞，形式名詞，代名詞，数詞，形容動詞，助詞，接頭語，接尾語，形容詞，助動詞，連体詞，接
続詞）の多くは，1265～1270年までの問に使用率に変化が生じているとの結論を得た．尚，今
回の分析にあた？ては漢文比率などの諸データを考慮に入れていないため，今後，それらの諸
データによる修正を加えた上で，詳細た分析を試みる必要がある．
 国際日本文化研究センターの梅原猛氏は「文体は思想の表現である」と述べているが，もし，
そうであるたらば，日蓮の文体は彼の思想が大きく変化したといわれている佐渡流罪時
（1271～1274年）を境に変化がみられるはずである．佐渡流罪以前に多くの品詞の使用率に変化
が起きていることは何を意味するのか，品詞の使用率にみられる文体の変化は思想の変化と関
係がないのか等，日蓮遺文の計量分析を進める上での問題点を提示した．
         学術文献情報の関係構造化とそのクラスタ分析
                       北海道大学工学部斉藤たつき
 学術文献（ここではおもに研究論文をさすものとする）情報間の構造を解明し，研究に対す
る新しい着想や将来の研究動向を把握する活動は重要である．研究者にとって研究活動を進め
る上で，文献検索・サーベイ等は不可欠ρ作業である．学術文献集合を研究対象として，それ
らから客観的に観測される入力情報や抽出可能た概念情報，あるいは概念情報で構成される学
術文献プロフィールの形成は大きな研究課題といえる．
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